
り
ん
く
う
の
ま
ち
・
泉
南
の
今

　

今
回
訪
問
し
た
泉
南
市
は
大
阪
府
南
西
部
に
広
が

る
泉
州
地
域
の
南
部（
大
阪
湾
沿
い
の
泉
南
地
域
）に

位
置
し
、
北
側
に
隣
接
す
る
田
尻
町
、
さ
ら
に
そ
の

北
側
の
泉
佐
野
市
と
と
も
に「
臨
空
の
ま
ち
」と
も
呼

ば
れ
る
。

　

平
成
６
年
９
月
１
日
、
大
阪
湾
南
東
部
泉
州
沖
５
㎞

の
沖
合
に
開
港
し
た
関
西
国
際
空
港
（
関
空
）
お
よ
び
、

関
空
の
開
業
に
併
せ
て
空
港
対
岸
に
開
発（
埋
立
造
成
）

さ
れ
た
大
阪
府
・
副
都
心
地
区「
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
」が

そ
れ
ぞ
れ
、
泉
佐
野
市
・
田
尻
町
・
泉
南
市
に
属
し
て

い
る
か
ら
だ
。

　

ち
な
み
に
大
阪
湾
の
海
上
に
つ
く
ら
れ
た
人
工
島

で
あ
る
関
空
の
住
居
表
示
は
「
泉
佐
野
市
泉
州
空
港

北
１
番
地
」「
泉
南
郡
田
尻
町
泉
州
空
港
中
１
番
地
」

「
泉
南
市
泉
州
空
港
南
１
番
地
」
で
あ
る
。
ま
た
対
岸

に
埋
立
造
成
さ
れ
た「
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
」は
北
地
区

（
商
業
・
流
通
中
心
）、
中
地
区
（
住
宅
・
工
場
団
地

中
心
）、
南
地
区
（
工
場
団
地
・
空
港
関
連
産
業
）
に

区
分
さ
れ
る
が
、
北
地
区
が
泉
佐
野
市
、
中
地
区
が

田
尻
町
、
中
地
区
の
一
部
と
南
地
区
が
泉
南
市
の
市

域
に
な
っ
て
い
る
。

　

り
ん
く
う
タ
ウ
ン
の
総
面
積
は
３
１
８
ha
強
、
そ

の
う
ち
１
１
７
ha
強
が
泉
南
市
に
属
す
る
。
こ
れ
は

泉
南
市
の
全
市
域
（
48
・
83
㎢
）
の
約
２
・
４
％
に
当

た
る
。

　

関
空
お
よ
び
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
の
埋
立
造
成
は

１
９
８
０
年
代
末
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
関
空
が
開
港

し
た
平
成
６
年
、
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
が
ま
ち
び
ら
き

し
た
平
成
８
年
を
境
に
、
か
つ
て
繊
維
産
業
の
ま
ち

と
し
て
知
ら
れ
て
い
な
が
ら
繊
維
産
業
の
衰
退
で
大

阪
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
色
合
い
が
強
く

な
っ
て
い
た
泉
南
市
は
、
再
び
産
業
の
ま
ち
と
し
て

の
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
泉
南
市

の
変
革
期
、
奇
し
く
も
関
空
開
港
の
年
に
市
長
就
任

し
た
の
が
、
現
在
５
期
目
を
迎
え
て
い
る
向
井
通
彦
・

泉
南
市
長
だ
。

 　
「
た
ま
た
ま
の
巡
り
合
わ
せ
で
、
そ
う
い
う
時
期

に
市
長
初
当
選
し
た
わ
け
で
す
が
、
私

自
身
、
市
の
職
員
時
代
に
専
門
職
と
し
て
土

木
を
ず
っ
と
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。
関

空
や
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
の
造
成
工
事
が
始

ま
っ
て
か
ら
も
、
現
場
で
常
に
仕
事
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
非
常
に
感
慨
深

い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
」

　

そ
う
語
る
向
井
市
長
の
名
刺
に
は
、
全
国
市
長
会

副
会
長
、
泉
南
市
長
の
肩
書
の
ほ
か
に
、
さ
り
げ
な

く
技
術
士（
建
設
部
門
）と
記
さ
れ
て
い
る
。「
技
術
屋

の
仕
事
に
は
今
も
強
い
愛
着
が
あ
る
」
と
い
う
向
井

（大阪府）

市 政 ル ポ 泉
せ ん な ん

南市

向
む か い

井通
みちひこ

彦
泉南市長

多
彩
な
広
域
連
携
で
目
指
す

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
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市
長
に
と
っ
て
、
関
空
や
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
の
造
成

お
よ
び
建
設
を
現
場
で
経
験
し
、
開
港
・
ま
ち
び
ら

き
後
に
は
、
そ
の
運
営
に
首
長
の
立
場
か
ら
携
わ
る

と
い
う
境
遇
の
変
遷
は
ま
さ
に
「
技
術
士
冥
利
、
市

長
冥
利
に
尽
き
る
」展
開
だ
ろ
う
。

９
市
４
町
に
よ
る 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
広
域
観
光

　

も
と
も
と
大
阪
都
心
部
か
ら
40
〜
50
㎞
圏
内
の
通

勤
圏
に
あ
っ
た
泉
南
市
は
、
関
空
の
開
港
に
伴
う
高

速
道
路
お
よ
び
鉄
道
路
線
の
整
備
な
ど
で
、
さ
ら
に

ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
っ
た
。

　

ま
た
、
今
年
で
開
港
20
年
の
節
目
を
迎
え
る
関
空

の
年
間
利
用
者
数（
国
際
線
・
国
内
線
総
計
）は
ピ
ー

ク
時
の
２
０
０
０
万
人
超（
平
成
11
年
〜
12
年
）よ
り

減
っ
た
も
の
の
、
平
成
24
年
度
の
実
績
で
も
約

１
６
８
０
万
人
を
数
え
、
西
日
本
最
大
の
航
空
旅
客

数
、
発
着
回
数
、
航
空
貨
物
取
扱
量
を
誇
っ
て
い
る
。

　
「
泉
南
市
域
の
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
は
工
場
団
地
や

空
港
関
連
産
業
中
心
の
地
区
で
す
が
、
そ
の
中
で
唯

一
の
大
型
商
業
施
設
で
あ
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル
に
は
、

年
間
の
来
店
者
は
お
よ
そ
１
２
０
０
万
人
と
い
う
統

計
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
１
２
０
０
万
人
の
う
ち
、

泉
南
市
民
は
17
％
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。
つ
ま
り

市
外
か
ら
年
間
１
０
０
０
万
人
近
く
が
イ
オ
ン
モ
ー

ル
を
訪
れ
る
わ
け
で
す
。
関
空
利
用
者
の

１
６
８
０
万
人
を

足
せ
ば
、
延
べ
人

数
に
し
て
も
の
す

ご
い
数
の
人
々
が

毎
年
、
泉
南
市
の

市
域
を
通
過
し
て

い
る
わ
け
で
す
」

（
向
井
市
長
）

　

そ
れ
は
や
は
り

関
空
お
よ
び
り
ん

日本初の24時間空港・関空はアジアのゲートウェイをめざす （写真提供：新関西国際空港株式会社）

各地区のやぐらが集い、市民が燃える秋祭り

地場の産品が豊富に揃う総合交流拠点「サザンぴあ」と名物・穴子天ぷら丼
（マーブルビーチ前）
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く
う
タ
ウ
ン
を
有
す
る
泉
佐
野
市
や
田
尻
町
に
と
っ

て
も
同
様
だ
が
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
空
港
利
用
者
、

り
ん
く
う
タ
ウ
ン
来
訪
者
を
施
設
外
の
市
街
地
に
誘

導
す
る
体
制
や
方
法
論
が
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
は
ま
さ
に
「
泉
南
地
域
に
と
っ
て
、
目
下
、

最
大
の
課
題
の
一
つ
」（
向
井
市
長
）
だ
が
、
こ
れ
ら

の
膨
大
な
通
過
客
の
一
部
だ
け
で
も
、
何
と
か
周
辺

地
域（
泉
南
地
域
お
よ
び
泉
州
全
域
）に
呼
び
込
め
な

い
か
と
の
発
想
か
ら
、
向
井
市
長
は
泉
州
地
域
９
市

４
町
の
首
長
に
よ
る
広
域
観
光
事
業
の
共
同
実
施
の

呼
び
掛
け
を
行
い
、「
泉
州
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
協
議
会
（
会
長
・
堺
市
の
ほ
か
、
岸
和
田
市
、

泉
大
津
市
、
貝
塚
市
、
泉
佐
野
市
、
和
泉
市
、
高
石

市
、
泉
南
市
、
阪
南
市
、
忠
岡
町
、
熊
取
町
、
田
尻
町
、

岬
町
）」の
結
成
と
な
っ
て
実
現
し
た
。

　

実
は
以
前
か
ら
９
市
４
町
の
企
画
お
よ
び
観
光
の

担
当
職
員
で
、
泉
州
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委

員
会
を
組
織
し
て
、
関
空
の
利
用
促
進
と
そ
れ
に
付

随
す
る
泉
州
全
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
ん
で

い
た
。
そ
ん
な
中
、
た
ま
た
ま
平
成
24
年
５
月
に
、

泉
州
地
域
の
首
長
で
組
織
す
る
「
泉
州
市
・
町
関
西

国
際
空
港
対
策
協
議
会
」（
現
在
は
「
泉
州
市
・
町
関

西
国
際
空
港
推
進
協
議
会
」
へ
改
名
）」
が
仁
川
国
際

空
港（
韓
国
）の
視
察
を
行
っ
た
際
に
、
担
当
職
員
た

ち
の
取
組
と
首
長
の
活
動
を
合
わ
せ
て
、
観
光
事
業

に
つ
い
て
も
泉
州
全
域
で
連
携
し
、
共
同
で
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
と
向
井
市
長
が
提
案
し
た
経
緯

が
あ
る
と
い
う
。

　

９
市
４
町
に
よ
る
泉
州
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
は
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
本
格
始
動
。
独
自
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開
設

す
る
と
と
も
に
、
９
月
に
は
関
空
に
て
「
泉
州
に
ぎ

わ
い
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
、
ア
ジ
ア
に
向
か
っ
て

開
か
れ
た
国
際
空
港
で
あ
る
関
空
の
特
長
を
生
か
し

て
、
ア
ジ
ア
の
民
俗
音
楽
と
泉
州
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
中
心
と
す
る
ス
テ
ー
ジ
や
、
泉
州

の
物
産
展
を
実
施
し
た
。

　

本
誌
取
材（
昨
年
10
月
末
）以
後
の
活
動
予
定
も
、

韓
国
・
台
湾
・
タ
イ
の
旅
行
社
や
マ
ス
コ
ミ
関
係

者
を
招
く
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
（
バ
ス
ツ
ア
ー
）
の
実

施
（
同
11
月
実
施
）、
旅
行
博
（
台
湾
）
で
の
海
外
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
泉
南
市
担
当
、
同
12
月
実
施
）、

関
空
へ
の
泉
州
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
設
置
（
今
年
２
月
予

定
）、
泉
州
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
多
言
語
版
の
作

成
（
今
年
２
月
予
定
）、
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ
ソ
ン

と
連
携
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
施
（
今
年

２
月
予
定
）、
泉
州
観
光
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
の
造
成
と

催
行
（
今
年
２
〜
３
月
予
定
）
と
、
多
彩
な
企
画
が

目
白
押
し
だ
。

　
「
今
後
は
、
泉
州
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
で

あ
り
、
同
時
に
国
際
的
に
も
知
ら
れ
る
歴
史
的
遺
構
、

例
え
ば
堺
市
な
ど
が
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い

る
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
や
、
歴
史
的
に
重
要
拠
点

で
あ
っ
た
岸
和
田
城
（
岸
和
田
市
）、
泉
南
市
を
横
断

なんば〜関空を高速で結ぶ特急ラピート（南海電鉄）

地物の魚介を水揚げする樽井漁港は釣の名所としても有名
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泉南市　市 政 ル ポ

（大阪府）

す
る
熊
野
街
道
（
紀
州
街
道
）
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
国
内
外
の
関
空
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
、
泉
州
地

域
に
深
く
入
り
込
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
も

順
次
立
案
し
、
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
」（
向
井
市
長
）

　

今
後
、
広
域
で
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と

し
て
は
、
韓
国
・
台
湾
・
タ
イ
だ
け
で
な
く
、
関
空

の
就
航
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
中
国
・
ベ
ト
ナ

ム
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
へ
も
対
象
の
輪
を
広
げ
て

い
く
予
定
だ
と
い
う
。

多
彩
で
キ
ラ
リ
と
光
る 

泉
南
市
の
地
域
資
源

　

同
時
に
泉
南
市
で
は
、
平
成
24
年
４
月
に
、
市
民
・

事
業
者
・
団
体
・
行
政
が
オ
ー
ル
体
制
の
協
働
に
よ

る
観
光
振
興
の
取
り
組
み
母
体
と
し
て
「
泉
南
市
観

光
協
会
」を
設
立
し
た
。

　

こ
れ
は
９
市
４
町
に
よ
る
取
組
と
直
接
連
動
す
る

も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
泉
南
市
に
は
関
空
利
用

者
以
外
に
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
を

市
外
か
ら
訪
れ
る
年
間
１
０
０
０
万
人
も
の「
手
つ
か

ず
の
資
源（
交
流
人
口
）」が
あ
る
。
向
井
市
長
は「
目

玉
に
な
る
よ
う
な
観
光
資
源
は
ま
だ
少
な
い
」と
い
う

が
、
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
南
地
区
の
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ（
人

工
砂
浜
）
や
、
隣
接
す
る
マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ
（
大
理
石

の
丸
石
を
敷
き
詰
め
た
人
工
海
岸
）の
風
景
は
、
ど
こ

か
日
本
離
れ
し
て
異
彩
を
放
ち
、
特
に
夏
季
シ
ー
ズ

ン
は
多
く
の
遊
客
を
既
に
集
め
て
い
る
。
ま
た
こ
れ

ら
の
人
工
ビ
ー
チ
は
大
阪
湾
の
豊
富
な
魚
介
を
水
揚

げ
す
る
樽
井
漁
港
と
岡

田
浦
漁
港
に
挟
ま
れ
て

お
り
、
同
時
に
樽
井
漁

港
は
釣
り
の
名
所
と
し

て
、
ま
た
岡
田
浦
漁
港

は
地
引
網
や
グ
ル
メ
の

観
光
漁
港
と
し
て
も
親

し
ま
れ
て
い
る
。

　

転
じ
て
内
陸
部
に
向

か
え
ば
、
市
内
各
所
に

は
花
の
名
所
（
金
熊
寺
の
梅
林
、
堀
河
の
桜
、
林
昌

寺
の
ツ
ツ
ジ
、
熊
野
街
道
沿
い
に
あ
る
梶
本
家
の
藤

棚
、
浄
光
寺
の
ア
ヤ
メ
、
長
慶
寺
の
ア
ジ
サ
イ
、
岡

田
浦
海
岸
地
区
の
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
な
ど
）
が
点
在
し
、

泉
州
の
水
な
す
を
は
じ
め
と
す
る
新
鮮
な
農
産
物
も

豊
富
に
採
れ
る
。

　

さ
ら
に
和
歌
山
県
と
の
県
境
に
も
な
っ
て
い
る
丘

陵
部
（
和
泉
山
脈
）
に
は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
を
有
す
る
農
業
公
園
「
花
咲
き
フ
ァ
ー
ム
」

が
立
地
す
る
な
ど
、
海
・
里
・
丘
陵
と
い
う
変
化
に

富
ん
だ
地
形
と
自
然
環
境
、
さ
ら
に
は
市
内
に

１
０
０
以
上
あ
る
溜
池
の
水
辺
風
景
、
数
々
の
歴
史

的
遺
構
な
ど
が
満
遍
な
く
散
ら
ば
り
、
確
か
に
派
手

多数の海水浴客が訪れる人工海浜・サザンビーチ

全国からバラファンが訪れるイングリッシュローズガーデン

ウミガメの産卵も見られる（孵化したばかりの赤ちゃん）
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さ
は
な
い
が
個
性
的
で
好
感
度
の
高
い
観
光
資
源
が

少
な
く
な
い
。

　

９
市
４
町
の
広
域
観
光
の
一
環
と
し
て
訪
れ
る
観
光

客
や
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
を
訪
れ
る
人
々
、
近
隣
の
人
々

な
ど
を
う
ま
く
誘
導
す
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
れ
ば
、
に

ぎ
わ
い
創
出
も
決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

　
「
市
民
・
事
業
者
・
団
体
・
行
政
が
協
働
す
る
オ
ー

ル
体
制
の
観
光
協
会
を
設
立
し
た
の
も
、
豊
か
な
地

域
資
源
を
み
ん
な
で
掘
り
起
こ
し
、
育
て
、
無
理
の

な
い
、
自
然
で
持
続
性
の
あ
る
に
ぎ
わ
い
を
、
じ
っ

く
り
構
築
し
て
い
き
た
い
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
」（
向
井
市
長
）

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
和
泉
山
脈
に
立
地
す
る
農

業
公
園「
花
咲
き
フ
ァ
ー
ム
」内
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
（
平
成
24
年
５
月
オ
ー
プ
ン
）
は
、

日
本
人
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
関
空
を
利
用
す
る
外

国
人
観
光
客
に
も
大
き
な
人
気
を
得
る
可
能
性
が
感

じ
ら
れ
る
。

　

世
界
的
に
著
名
な
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
の
栽

培
お
よ
び
苗
の
販
売
会
社
と
し
て
知
ら
れ
る
デ
ビ
ッ

ド
・
オ
ー
ス
チ
ン
・
ロ
ー
ジ
ズ
社
が
、
初
め
て
国
外

に
進
出
し
た
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
な
の
だ
。

　

鑑
賞
用
の
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
も
優
れ
て
い

る
が
、
生
産
さ
れ
る
苗
は
既
に
直
販
、
通
販
と
も
に

大
変
な
人
気
を
獲
得
し
て
い
る
。
取
材
の
折
に
イ
ギ

リ
ス
人
技
術
者
に
よ
る
日
本
語
と
英
語
交
じ
り
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
解
説
ぶ
り
を
体
験
し
た
が
、
老
若
男

女
多
数
の
入
場
者
を
魅
了
し
て
い
た
。

　
「
な
ぜ
初
め
て
の
国
外
進
出
が
泉
南
市
な
の
か
と

い
え
ば
、
社
長
の
デ
ビ
ッ
ド
・
J 

C
・
オ
ー
ス
チ
ン

さ
ん
が
ジ
ェ
ト
ロ
の
紹
介
で
泉
南
市
を
訪
れ
て
視
察

し
た
折
に
、
大
阪
湾
に
面
し
て
雨
が
少
な
く
日
照
量

の
多
い
、
瀬
戸
内
式
気
候
に
近
い
泉
南
市
の
気
候
と
、

日
が
よ
く
当
た
っ
て
風
通
し
の
い
い
和
泉
山
脈
の
斜

面
の
環
境
は
、
バ
ラ
の
栽
培
に
ピ
ッ
タ
リ
だ
と
と
て

も
気
に
入
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
」（
向
井

市
長
）

　

泉
南
市
観
光
協
会
に
と
っ
て
の
新
た
な
名
所
と
し

て
の
位
置
付
け
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
な
ス
ケ
ー
ル

の
観
光
振
興
を
目
指
す
９
市
４
町
の
取
組
に
お
い
て

も
、
世
界
的
な
バ
ラ
栽
培
家
の
ご
託
宣
は
、
今
後
の

観
光
振
興
に
と
っ
て
ま
さ
に「
日
当
た
り
良
好
」の
瑞

兆
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地
域
連
携
が
は
ぐ
く
む 

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
な
ま
ち

　

９
市
４
町
の
泉
州
地
域
に
限
ら
ず
、
り
ん
く
う
タ

ウ
ン
に
お
け
る
泉
南
地
域
２
市
１
町
の
取
組
な
ど
、

泉
州
お
よ
び
泉
南
地
域
は
非
常
に
密
接
な
広
域
連
携

が
随
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
８
世
紀
の
中
ご

ろ
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
、
律
令
制
下
の
和
泉
の
国

が
現
在
の
９
市
４
町
に
よ
る
泉
州
の
原
型
と
さ
れ
る

が
、
堺
市
か
ら
忠
岡
町
に
か
け
て
の
４
市
１
町
に
よ

る
泉
北
地
域
、
岸
和
田
市
以
南
の
５
市
３
町
に
よ
る

泉
南
地
域
の
結
び
付
き
も
強
い
。

３市３町による広域福祉課発足の調印式

泉南市のりんくうタウン南地区に立地する工場団地
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泉南市　市 政 ル ポ

（大阪府）

　

加
え
て
平
成
25
年
４
月
に
は
、
泉
南
市
・
泉
佐
野

市
・
阪
南
市
・
熊
取
町
・
田
尻
町
・
岬
町
の
３
市
３

町
に
よ
る
広
域
福
祉
課
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
同
じ
く

３
市
３
町
に
よ
る
泉
州
南
消
防
組
合
が
本
格
稼
働
を

始
め
た
。

　

広
域
福
祉
課
を
実
現
し
た
３
市
３
町
は
、
さ
ら
に

泉
州
南
広
域
連
携
勉
強
会
を
立
ち
上
げ
、
今
後
は
環

境
・
衛
生
分
野
、
ま
ち
づ
く
り
分
野
に
お
い
て
広
域

連
携
を
模
索
し
、
将
来
的
に
は
地
方
分
権
の
受
け
皿

と
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
行
政
の

効
率
化
を
さ
ら
に
目
指
す
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
以
外
に
も
、
泉
南
市
と
阪
南
市
が
一
部
事
務

組
合
「
泉
南
清
掃
事
務
組
合
」
を
設
立
し
、
従
来
か
ら

２
市
共
同
に
よ
る
清
掃
事
務
処
理
を
実
施
す
る
な
ど
、

泉
州
地
域
の
多
彩
な
広
域
連
携
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
秘
め
な
が
ら
、
地
域
課
題
に
柔
軟
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
後
の
展
開
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

今
回
の
取
材
で
も
う
一
つ
強
く
印
象
に
残
っ
た
事

例
は
、
国
の
施
策
を
積
極
的
に
進
め
る
中
で
、
す
で

に
市
民
の
１
割
以
上
に
も
達
し
て
い
る
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
」や
泉
南
市
独
自
企
画
で
あ
る「
認

知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
」
へ
の
取
組
だ
。

平
成
22
年
か
ら
始
ま
っ
た
認
知
症
ケ
ア
推
進
事
業

「
Ｗ
Ａ
Ｏ（
輪
を
）！ 

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｎ
」の
一
環
で
、「
Ｗ

（
忘
れ
て
も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
）
Ａ
（
あ
ん
し
ん
と
）
Ｏ

（
お
も
い
や
り
の
町
）せ
ん
な
ん
」「
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
認
知
症
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
お

け
る「
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
」の
役
割
分
担
が

重
要
に
な
る
が
、
と
り
わ
け
市
民
力
に
よ
る
自
助
・

互
助
の
質
を
高
め
る
こ
と
は
、
高
齢
化
社
会
が
さ
ら

に
進
む
状
況
下
に
お
い
て
不
可
欠
の
取
組
で
あ
り
、

全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

認
知
症
の
人
を
見
守
る
た
め
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
も

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
泉
南
市
で
は
さ
ら
に
一

歩
進
め
て
、
認
知
症
ケ
ア
に
関
す
る
研
修
会
等
で
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
や
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の
講
師

役
で
あ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
に

も
指
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、「
認
知
症
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
養
成
」
を
、
綿
密
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
も
と
に
実
施
し
て

い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す

る
条
例
」制
定
が
象
徴
す
る「
子
ど

も
の
安
全
・
安
心
」や「
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
」「
子
ど
も
た
ち
が

参
加
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
へ

の
取
組
、「
せ
ん
な
ん
女
性
議
会
」
の
開
催
に
象
徴
さ

れ
る
女
性
の
視
点
や
感
性
を
市
政
に
反
映
す
る
各
種

の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
泉
南
市
に
お
け
る
ま
ち
づ

く
り
に
は
、
い
わ
ゆ
る「
市
民
目
線
」の
実
情
に
即
し

た
事
例
が
目
立
つ
。

　

泉
州
地
域
、
泉
南
地
域
の
密
接
な
広
域
連
携
に
つ

い
て
は
再
三
言
及
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
取
り
も
直

さ
ず
泉
州
地
域
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
今
も

脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
近

隣
地
域
の
共
同
で
成
り
立
つ「
り
ん
く
う
の
ま
ち
」も
、

観
光
振
興
も
、
高
齢
者
・
女
性
・
子
ど
も
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
も
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
25
年
10
月
29
日
）

「地産知消（地域の特産品を良く知って消費しよう）」を
テーマに開催された第1回泉南マルシェ（平成25年8月）

日照量の多い泉南市では太陽光発電が盛ん（南部水みらいセンター）
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